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磁性転移，強弾性転移を代表とする種々の相転移の機構解明に重点を置いている．   
【1】バナジウム酸化物・ブロンズの研究（小野田雅重，長澤博）   
本年度は主とLて以下の4唖の物質系を対象とした．   
（1）三角格子磁性体LiVOz及び元素置換系   
（2）擬一次元伝導体ブロンズβ－Ⅳ恥3V205   
（3）新ブロンズLi－B－Ⅴ－0系   
（4）スピネル型u∫Mg拍V20ヰ系   
各物質系に関する研究の概略を以下に記す．   
（1）三角格子磁性体uvoユ及び元素置換系   
LiVO2の結晶構造はα－NaFeOヱと同型で，立方晶（111）面が2倍周期の超格子構造とな  
り，その面内でV3＋は三角格子を形成する．Ⅴヨ＋面は2枚の0ユ‾面と1枚のu＋面に隔てら  
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Al）で明らかに異なる．前者の場合は局在的トライマーモデルで理解きれるが，後  
者では結晶場効果等を考慮する必要があることが示唆された．   
LiVO2において残された重要問題の一つであったトライマー状態の伝導機構に関し  
ては，インコヒーレントトンネリングモデルによって理解されうることが示唆された．  






















得られると思われる．   
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M．Onoda：h press．）に関しては一定の  













が興味深V－．   
【2】チタン酸化物・ブロンズの研究（小野田雅重〕   
本年度は以下の4種の物質系を対象とした．   
（1）Ti。05及び元素置換系   
（2）ペロブスカイト型Ce．＿JS㌔TiO升席   
（3）スピネル型LiTi204系及び元素置換系   
（4）LiTiO2．，系   
各物質系に関する研究の概略を以下に記す．   




唆されており詳細な結晶構造解析を通して諸性質を再検討する必要がある．   
Ti几02n＿．（n≧4）と同様にTiO6人面体連結構造を持つTi，05は，7l＝460Kで1次の常磁性  

















駆動力として強い電子一格子相互作用が示唆される．   
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囲7．皿20。の上部臨界磁場   
62一」   
しうる結果が得られるようになった・図7はu¶ユqの上部臨界磁場の温度変化を表す   
現在，種々の元素置換系等を作成し基本的物性を測定している．  
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図鼠LiTiO2の帯磁率  
【3】低次元磁性体の研究（菊池彦軋 長澤博）   
昨年度に引き続き本年度も以下の研究を行った．   
（1）∫＝1一次元反強磁性体のH乱1dane状態に対する有限鎖効果   
（2）カゴメ格子上のプラストレートしたスピン系   
＜論 文＞  
1．小野田雅重，長滞博：三角格子磁性体LiVO2の相転移  
日本物理学会誌4少巻7号，559－563（1994）．  
2．M．Nakamura，H．Namatam£，A．F頑mori，A．Misu，S．Okatake，M・OnodaandH・Nagasawa：   
ⅤalenceFluctuationina－CuVO3StudiedbyPhotoemissionSpectroscopy・   






3．本揮 純：新ブロンズLi一石一Ⅴ－0系の核磁気共鳴  
理工学研究科修士論文，1995年2月  
－63－   
4・安本雅明：Cel＿JSrJiO3．声の金属一絶縁体転移  
理工学研究科修士論文，1995年2月   
＜講 演＞  
1．小野田雅重：LiVOユの相転移機構  
日本物理学会1994年第49回年会・九州大学  






長揮博：スピネル相MV20ヰ 即＝加，   
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